
2023年統一自治体議員選挙
藤沢市議会議員選挙

柳田あゆ さん

「地域の声を聞き、生の訴えを届けられるの
が立憲民主党」
と泉代表が訴え、藤沢立憲にエールを送る

泉健太代表は1月28日、神奈川県内4カ所で街頭
演説を行い、県内選出の国会議員、各市の自治体
議員らと4月の統一地方自治体選挙に向けて訴え
を行いました。
衆院本会議で代表質問に立ったことを振り返り、

外交・安全保障政策、エネルギー政策、金融政策、
少子化対策などで岸田政権は立憲民主党と違う
ことが明らかになったと
指摘。そして「地域の声
を聞き、生の訴えを届け
られるのが立憲民主党」
だと訴え、街頭演説に参
加した自治体議員や総
支部長、現職議員らへの
支援を求めました。
（立憲民主党HPより抜粋）

を紹介します

2023.2.1

1月22日、『核兵器禁止条約』が発効されて2年を迎えました。
広島・長崎の被爆者は、積極的に条約発効に取り組みました。
広島出身で今はカナダで暮らすサーロー節子さんもその一人で
す。
サーローさんは、13歳のときに広島で被爆。そこは爆心地から
1.8㎞しか離れておらず、建物の下敷きになりました。そのとき、
どこかで「あきらめるな、押し続けろ、光の方にはっていくんだ」
と暗闇から聞こえてきました。その言葉を信じ、光に向かって必死
にはい出て奇跡的に助かりました。しかし、同じ建物にいた同窓
生の多くも犠牲になり、サーローさんの親族8人も亡くなりました。
そんな苛酷な経験をしたサーローさんはこうおっしゃいます。

「目の前の暗闇で絶望してはいけない」
「若い人に対する期待や希望は非常に大きなものになっている」
そのことを、若い人達に覚えていて欲しい、と。

そして、藤沢市は毎年『平和の輪をひろげるつどい』を開催して
います。先日おこなわれた「〜つどい」に私もお邪魔し、市の長崎
派遣事業に参加した児童生徒の発表を見学しました。
派遣されたのは市内の小学5年生から高校生で、被爆跡地の
見学と平和祈念式典への参列のほか、長崎市が主催する‘青少
年ピースフォーラム’への参加などを通じて全国の青少年ととも
に平和の大切さを学ぶ、という内容で、藤沢市の素晴らしい取り
組みだと思います。
私も彼らの発表を見ていると、サーローさんが若い人に希望を
見出すのと同じような気持ちになりました。このような、若い人に
未来を託す事業を継続し発展させることをめざします。
（柳田あゆ）

「りっけん街頭演説会」＠藤沢駅前

コラム
～藤沢市の平和への取り組み～

右から泉健太立憲民主党代表、阿部知子衆議院議員、
早稲田ゆき衆議院議員、水野もとこ参議院議員

各級議員、候補予定者も街頭演説会に参加



党に所属する自治体議員で組織する『立憲民主党
自治体議員ネットワーク』が、統一自治体選挙に向
けて、共通政策『立憲ボトムアップビジョン2023』
をまとめました。
党の綱領に基づき、‘地域からまっとうな政治の実
現へ全力を尽くします’を掲げ「草の根」「立憲主
義」「多様性」「生活の安心」という活動原則のも
と各領域の政策を立案しています。ここでは一部を
抜粋して掲載します。

▶子ども・若者
変える。安心の子育て、夢の実現を応援する地域へ
・妊娠前、妊娠、出産、産後、育児と切れ目のない支
援を拡充します。
・給食費の無償化、教育費の軽減等、安心して学べ
る教育環境に取り組みます。
・奨学金支援や相談機能等、若者支援を拡充し
ます。 など

▶福祉・医療・介護
変える。健康で笑顔あふれる地域へ
・エッセンシャルワーカーの待遇改善と人材確保を
進めます。
・障がい者の働きやすい環境づくりと工賃の引き上
げを進めます。
・フードバンク・子ども食堂等への支援を拡充します。
・国と連携し、年金制度、健康保険料の改革につ
いて検討を進めます。 など

▶ジェンダー平等
変える。みんなが輝く地域へ
・性暴力被害者支援センターの設置及び支援を
強化します。
・困難な問題を抱える女性の支援体制を拡充し
ます。
・あらゆるハラスメントの根絶をめざします。
・ジェンダー平等の視点を入れた防災対策を進
めます。 など

▶農林水産・環境
変える。食と環境を守る地域へ
・地産地消を推進し、学校給食、観光と連携します。
・次代の農業担い手を確保します。
・消費者にやさしい「食の安全保障」を推進します。
など

▶地域経済・労働
変える。もっと元気な地域へ
・公的支援を拡充します。
・地域資源の活用を支援します。
・人材育成を支援します。 など

▶議会改革・地方自治
変える。地域のことは自ら決める地域へ
・議会改革を進めます。
・旧統一教会問題等、歪んだ政治を正し、被害者を
救済します。 など

立憲ボトムアップビジョン2023は
こちらのQRコードからご覧下さい

柳田 あゆプロフィール

▶1971年７月29日、藤沢市鵠沼海岸生まれ
▶聖マルコ幼稚園▶藤沢市立鵠南小学校
▶玉川学園中・高等部、
1994年玉川大学農学部農学科
食料経済学研究室卒業
▶セコム(株)本社ホームセキュリティ事業部
▶特別養護老人ホーム白鷺苑
▶こぶし荘デイサービスセンター

【地域活動】
▶こども食堂「まりあ食堂」地域代表
▶弁天橋花いっぱい愛好会会員
▶片瀬地区人材・情報バンクセンター
初代ボランティアコーディネーター

【政治歴】
はじめて本格的に政治に関わったのは、父・葉山峻の6期目の市長選挙でした。
その後に、衆議院議員葉山峻国会事務所、藤沢事務所秘書を務めました。
▶衆議院議員あべともこ藤沢事務所秘書▶神奈川県議会議員脇れい子秘書
▶りっけん神奈川政治塾１期生▶一般社団法人パリテ・アカデミー
女性政治リーダー・トレーニング合宿5期生

【その他】
▶夫、娘、義母の4人家族。片瀬山在住
▶趣味はウクレレ、ガーデニング、ベランダ菜園、
小学校3年から14年間やっていたテニスを再開したいです！

▶連絡先：yanagida＠ayu.oops.jp

市内各駅に出没
します。見かけたら声を
かけて下さいね♪

千葉景子元法務大臣と

立憲ボトムアップビジョン2023
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